
環境循環型農業推進事業
～持続可能な農業のために～

北杜市は山梨県の北西部に位置し、八ヶ岳、甲斐駒ヶ岳、金峰山、瑞牆山など日
本百名山の山々に囲まれ、南には富士山を望む、美しい山岳景観を有しています。
日本有数の日照時間と名水を誇る、山紫水明の里です。

人口構造は、高齢層の人口が多く若年層が少ない「逆三角形型」
少子化と人口減少が加速することの弊害⇒地域経済の縮小 地域社会の維持困難

子どもの笑顔が自分の笑顔に
なるまちづくり事業

ともに、よりよく生きる
まちづくり事業

新たな価値を奏でる創造の
まちづくり事業

もっと、世界を魅了する
まちづくり事業

安心をずっと、サステナブルな
まちづくり事業

2030年地域のありたい姿

自治体
の紹介

現状の
課題

事業の
目的

人口 45,516人
(2024年10月1日現在)

子どもが賑わい、誰もが豊かさと
幸せを実感できるまちを目指して

≪市の目指すゴール≫

子育て・教育で選ばれる地域をつくる
若い世代に選ばれる地域をつくる

健康を支え、生命を守る体制をつくる
協働・支え合いのまちをつくる

地域資源を活用して新しい価値をつくる
行政・地域のDXを推進する

世界水準の観光と食の都市をつくる
北杜のファンをつくり、ともにチャレンジする

強靭な地域をつくる
SDGｓ未来都市をつくる



環境循環型農業推進事業

事業の
内容

もっと、世界を魅了するまちづくり事業 農地の保全と農業生産基盤の推進

特色ある農業の推進 森林資源の活用と保全

地域特性を活かした
農林業の振興

＜循環型農業の推進＞
生物多様性、保全や地球温暖化防止
等にも高い効果を示す循環型農業の
拡大を図ります

地産地消を推進し、食の安全及び安全に順応した減農薬農産物の生産を図ることを目的に、市内で発生した家畜排せつ物を原料とした完熟堆肥を購入
して圃場に施用した者に対する助成金を交付し、耕畜連携を通じ持続可能な循環型農業の拡大を図る

背景：社会情勢に係る物価高騰
影響：耕種農家(肥料)及び畜産農家(餌)

深刻な打撃

“持続可能な農業のために”

機会：利用されてこなかった資源を活用
(耕種農家：わら、畜産農家：堆肥)

改善：耕畜連携推進検討会(R4.7発足)
(市内耕種及び畜産農家代表、JA梨北、自治体)

効果：新たな収益源、コスト削減、循環型農業

(堆肥利用の促進)

わら

堆肥

耕畜連携の仕組み(10アールあたり)

１万円 コスト1/2

持続可能な農業の構築を目指して

耕畜連携推進検討会

JA梨北が管理する施設(わら一時的保管)

JA梨北

（自治体）



得られる
成果等

寄附を
する
メリット
等

【連絡先】 北杜市役所企画部ふるさと納税課ふるさと納税担当 /0551-42-1324 /furusatonouzei@city.hokuto.lg.jp

企業様へお願い

企業様のメリット

〇SDGs・ESG社会貢献としてのPR
〇地域課題解決への貢献による企業イメージ向上
〇北杜市や地域との関係性強化（地域イベントへ参加）
〇市ホームページにおいて企業名やビジョンのPR

〇企業版ふるさと納税によるご支援

包括連携協定
企業様の知見を活かし相互に協力
した魅力あるまちづくりを推進

SDGs
ESG

自然

地域貢献
脱炭素先行地域へ
のチャレンジ等

「北杜サイト」

市民温泉を活用した健康
づくり・介護予防 等

世界に誇るワイン産
地づくり

新たな登山道の
整備の取組

人気の子育て支援住宅

デジタルを活用した婚活
イベントの開催 等

八ヶ岳スケートセンター
イメージ図

八ヶ岳スケート
センターの整備 等

共創

南アルプスユネスコエコパークの推進
甲武信ユネスコエコパークの推進

アウトドア観光の推進 等

小型水力発電
「クリーンでんでん」
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